
今日の内容

内容：罫線と表と基本操作
目標：指定された通りの文章を作成できるよ
うになる・その5



表を描く方法

「表の挿入」を使う方法
「罫線」を使う方法



表を描く方法

「表の挿入」を使う方法
「罫線」を使う方法

計算をさせる場合、
「表の挿入」から表をつくる必要がある。



表を描く方法

エクセルから

行に数字、
列にアルファベット

が割り振られる。



表を描く方法

対象のセルは、

B5

で表せる



表を描く方法

計算をさせる場合、

セルとセルを指定
A3+B3

これだけじゃだめ。
計算結果をどこに出すかわからない



表を描く方法

計算をさせる場合、

C3のセルを選択し、
=A3+B3



「表の挿入」で表をつくると

A B DC
1
2
3 紙面上には見えないが、

表をつくると自動的に
ナンバリングされる



「表の挿入」で表をつくると

A B DC
1
2
3

C2

このIDが計算式のもとになる



表を描く方法

計算をさせる場合、

C3のセルを選択し、

=A3+B3



表を描く方法

「表の挿入」を使う方法
「罫線」を使う方法

計算をさせる場合、
「表の挿入」から表をつくる必要がある。

罫線では、ナンバリングができない



表を使って計算させる方法

ここに計算した結果を示すとき



表を使って計算させる方法

「罫線」の「計算式」を選ぶ



表を使って計算させる方法

ここに計算式を入力 例）=A1+B1
=A1*B1

文字列が入っている場合
消していい



均等割付

指定の文字幅にぴったりはまるように文字列
を入れ込む方法。

つ き の わ ぐ ま

ら い お ん

う さ ぎ

か め



均等割付

普通に入力すると、
右図のようになる。



均等割付

均等割付したいところを選択

「書式」→「文字の均等割り付け」



均等割付

現在の文字幅に対し、何文字分にするか指定



均等割付

最終的に
右図のようになる


